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ライフラインの停止と食

大規模災害，特に地震災害では被災地
の

ライフラインが長期に停止する可能性
が高

い．時間とともに払底してくる物資を
補う

ため緊急の調達が行政により行われる
が，

一時期に集められる食料には限りがあ
る．

各省の所掌する産品の供給は，工業製
品

は経済産業省，農産品は農林水産省等
，搬

送手段の調達は国土交通省など，役割
分担

が定められ，行政が生産者から必要物
資を

適正価格で購入し，被災地へ届ける仕
組み

になっている．その調達能力は過去の
災害

でみる限り，1日 100 万食から 150 万
食の

オーダーで推移しており 
1），1 日の調達の

限界値がその付近にあると想像される
．

首都圏が被災した場合，東京の被災人
口

だけでも平日昼間は 1500 万人をこえ
る人

口を抱えており（2015 年度国政調査
），1

日 100 万食から 150 万食が行政による
調達

の限界と考えたとき，被災後の物資調達
は，

災害時の大混乱の中といえども民間の
調達

力に相当程度期待する必要がある．

首都直下型地震の被害想定シミュレ
ー

ションの代表例「首都直下地震等に
よる

東京の被害想定報告書」（2012 年） 
2）では，

停電率 17.6％，上水道の破損 34.5％，
下水

道の破損 23.0％，旧耐震の道路橋脚の
被害

42.1％，新耐震の道路橋脚の被害 16
.3％，

鉄道施設破損率 57.1％といった予測が
示さ

れている．
大地震の際，こういったインフラの破

損

が起きる中で，民間の調達がどの程度
まで

期待できるか，その事情は首都圏と地
方都

市では大きく異なる．図 1は，平常時
に，

地方都市（熊本）が，食料の調達を近
隣の

どの県から行っているかを示す図であ
る．

濃い色で着色された都道府県からの
調達

が，平常時には多いことを示している
．

これに対し首都圏が被災した場合，食
料

物資について臨時の調達を諮ることは
，地

図 1 平常時の食料流通路

「平成 22 年度国土交通省全国貨物純
流動調査（物流センサス）

表Ⅳ-2 都道府県間流動量（品目別）─
重量─」より．
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非常食の定義

a. 非常時の捉え方
非常食が必要なときは，時代や状況によって異なっている．冷害や干ばつなどが続き作物を収穫できずに凶作となり，食料そのものが不足する大飢饉となれば，普段食べない種類の植物の根や蔓などまでも食べて生き延びなくてはならなかった．これらは救荒食ともいわれ，生きる知恵であった．また，非常時に食べるものは，味が悪くとも食べにくくとも我慢して食べて生き延びてきた．これらのことから，美味しさや食べやすさよりも，命を守るために我慢してでも食べる食品として非常食のイメージが定着してきた．

戦国時代の戦では，城が包囲されて籠城となる場合を想定して，城内にあらかじめ籠城用の食料を備蓄することが行われてきた．その期間は，数か月から数年にも及ぶことがあった．また，戦闘中などに携行しやすく食べやすい兵糧を用意することも非常食と考えられ，様々な工夫が行われた．一方，山岳遭難，海難事故，航空機事故などで救援を待つ間を生き延びるための食料が工夫されてきた．これらの食品も，普段から食べるのではなく，非常時のために救難食料，救命食料などとして航空機や船舶に備えられている．非常食の備えの対象として災害がある．日本では繰り返し地震災害が発生しているほか，津波，水害，土砂崩れ，火山噴火などが発生する．被災地では家屋を失い，ライフラインが途絶する中で，避難所などで被災者の命を支える食品が必要とされた．

また人為災害も想定され，核兵器，化学兵器，生物兵器，放射能などによるテロなどにより外出が制限される．さらに強毒性の感染症が爆発的に流行する際には，拡大防止のために外出を控えることが求められる．いずれの場合も，普段の生活では当然である食品の購入，外食，宅配の利用もできなくなり，このようなときのために備えておく食品の備蓄として非常食が位置づけられてきた．
b. 備える期間
このような変遷の中で現代の非常食は，大災害に備えた食品としての必要性が考えられてきたが，その対応は変化しつつある．非常食を備える期間としては 3日間といわれてきた．これは，72 時間は救急・救命活動を優先し，その後，救援物資が搬入されることを想定していた．しかし，2011年の東日本大震災から続いた自然災害では，発災からライフライン復旧まで 1週間以上を要するケースがみられた．災害支援物資が 4日目に到着しないだけでなく，物流機能の停止によって，1週間以上にわたってスーパーマーケットやコンビニなどで食品が入手できないことが想定されている．深刻な被害が想定される災害や地域の状況によっては 2週間分と多めの備えが必要となっている．これまでの非常食では，1食または数食分あればよいと考えがちであったが，数日から 2週間近くの間，備蓄していた食品だけで食べつなぐ必要があるという考えに変化している．備蓄の目的もサバイバルから健康を守るために変わりつつあり，エネルギー摂取だけでなく，たんぱく質やビタミン，ミネラルなどの摂取が求められるようになり，主食，副食，副菜など多種類の食品を組み合わせることが不可欠である．

c. 非常食の課題
災害が頻繁に発生することが多くなかっ
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「序文」より
巨大災害や重大な事象が多発する昨今，食の備えや支援状況に問題があることが明らかとなってまいりました．例
えば高齢者，乳幼児，食物アレルギーを持つ方，制限食を必要とする方など要配慮者には個別の対応が必要ですが，
従来は一律の食事支援が基礎となっていました．これらの改善には防災を始め種々の関係者の食への理解の促進，
また食品の適切な表示や仕分け方法など関連して整備すべき点も多数あります．救援者の食や，BCPのための食の
あり方についても検討が必要です．（中略）本書が，食の備えのため，また健康の二次被害を防止するための土台
として活用され，今後の災害への食の備えが促進することを期待しています．
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備　蓄  

6-5
ライフラインの停止と食

大規模災害，特に地震災害では被災地
の

ライフラインが長期に停止する可能性
が高

い．時間とともに払底してくる物資を
補う

ため緊急の調達が行政により行われる
が，

一時期に集められる食料には限りがあ
る．

各省の所掌する産品の供給は，工業製
品

は経済産業省，農産品は農林水産省等
，搬

送手段の調達は国土交通省など，役割
分担

が定められ，行政が生産者から必要物
資を

適正価格で購入し，被災地へ届ける仕
組み

になっている．その調達能力は過去の
災害

でみる限り，1日 100 万食から 150 万
食の

オーダーで推移しており 
1），1 日の調達の

限界値がその付近にあると想像される
．

首都圏が被災した場合，東京の被災人
口

だけでも平日昼間は 1500 万人をこえ
る人

口を抱えており（2015 年度国政調査
），1

日 100 万食から 150 万食が行政による
調達

の限界と考えたとき，被災後の物資調達
は，

災害時の大混乱の中といえども民間の
調達

力に相当程度期待する必要がある．

首都直下型地震の被害想定シミュレ
ー

ションの代表例「首都直下地震等に
よる

東京の被害想定報告書」（2012 年） 
2）では，

停電率 17.6％，上水道の破損 34.5％，
下水

道の破損 23.0％，旧耐震の道路橋脚の
被害

42.1％，新耐震の道路橋脚の被害 16
.3％，

鉄道施設破損率 57.1％といった予測が
示さ

れている．
大地震の際，こういったインフラの破

損

が起きる中で，民間の調達がどの程度
まで

期待できるか，その事情は首都圏と地
方都

市では大きく異なる．図 1は，平常時
に，

地方都市（熊本）が，食料の調達を近
隣の

どの県から行っているかを示す図であ
る．

濃い色で着色された都道府県からの
調達

が，平常時には多いことを示している
．

これに対し首都圏が被災した場合，食
料

物資について臨時の調達を諮ることは
，地

図 1 平常時の食料流通路

「平成 22 年度国土交通省全国貨物純
流動調査（物流センサス）

表Ⅳ-2 都道府県間流動量（品目別）─
重量─」より．
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（73％縮小）

非常食の定 義

1-2
非常食の定義

a. 非常時の捉え方
非常食が必要なときは，時代や状況によって異なっている．冷害や干ばつなどが続き作物を収穫できずに凶作となり，食料そのものが不足する大飢饉となれば，普段食べない種類の植物の根や蔓などまでも食べて生き延びなくてはならなかった．これらは救荒食ともいわれ，生きる知恵であった．また，非常時に食べるものは，味が悪くとも食べにくくとも我慢して食べて生き延びてきた．これらのことから，美味しさや食べやすさよりも，命を守るために我慢してでも食べる食品として非常食のイメージが定着してきた．

戦国時代の戦では，城が包囲されて籠城となる場合を想定して，城内にあらかじめ籠城用の食料を備蓄することが行われてきた．その期間は，数か月から数年にも及ぶことがあった．また，戦闘中などに携行しやすく食べやすい兵糧を用意することも非常食と考えられ，様々な工夫が行われた．一方，山岳遭難，海難事故，航空機事故などで救援を待つ間を生き延びるための食料が工夫されてきた．これらの食品も，普段から食べるのではなく，非常時のために救難食料，救命食料などとして航空機や船舶に備えられている．非常食の備えの対象として災害がある．日本では繰り返し地震災害が発生しているほか，津波，水害，土砂崩れ，火山噴火などが発生する．被災地では家屋を失い，ライフラインが途絶する中で，避難所などで被災者の命を支える食品が必要とされた．

また人為災害も想定され，核兵器，化学兵器，生物兵器，放射能などによるテロなどにより外出が制限される．さらに強毒性の感染症が爆発的に流行する際には，拡大防止のために外出を控えることが求められる．いずれの場合も，普段の生活では当然である食品の購入，外食，宅配の利用もできなくなり，このようなときのために備えておく食品の備蓄として非常食が位置づけられてきた．
b. 備える期間
このような変遷の中で現代の非常食は，大災害に備えた食品としての必要性が考えられてきたが，その対応は変化しつつある．非常食を備える期間としては 3日間といわれてきた．これは，72 時間は救急・救命活動を優先し，その後，救援物資が搬入されることを想定していた．しかし，2011年の東日本大震災から続いた自然災害では，発災からライフライン復旧まで 1週間以上を要するケースがみられた．災害支援物資が 4日目に到着しないだけでなく，物流機能の停止によって，1週間以上にわたってスーパーマーケットやコンビニなどで食品が入手できないことが想定されている．深刻な被害が想定される災害や地域の状況によっては 2週間分と多めの備えが必要となっている．これまでの非常食では，1食または数食分あればよいと考えがちであったが，数日から 2週間近くの間，備蓄していた食品だけで食べつなぐ必要があるという考えに変化している．備蓄の目的もサバイバルから健康を守るために変わりつつあり，エネルギー摂取だけでなく，たんぱく質やビタミン，ミネラルなどの摂取が求められるようになり，主食，副食，副菜など多種類の食品を組み合わせることが不可欠である．

c. 非常食の課題
災害が頻繁に発生することが多くなかっ
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✚ �高齢者，乳幼児，疾患を抱える方など，す
べての避難者の二次的健康被害を防ぐこと
を目指し，災害時の食と備えをさまざまな
角度から解説．

✚ �災害発生時の食について，栄養・備蓄・物流・
提供など多面的な課題と対応を明らかにす
る 160 余項目のキーワード事典．

✚ �近年の大規模災害における食支援事例を含
む実践的な知見を集約．自治体の防災担当
者，学校関係者，避難施設運営者などの貴
重な参考図書．
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「序文」より
巨大災害や重大な事象が多発する昨今，食の備えや支援状況に問題があることが明らかとなってまいりました．例
えば高齢者，乳幼児，食物アレルギーを持つ方，制限食を必要とする方など要配慮者には個別の対応が必要ですが，
従来は一律の食事支援が基礎となっていました．これらの改善には防災を始め種々の関係者の食への理解の促進，
また食品の適切な表示や仕分け方法など関連して整備すべき点も多数あります．救援者の食や，BCPのための食の
あり方についても検討が必要です．（中略）本書が，食の備えのため，また健康の二次被害を防止するための土台
として活用され，今後の災害への食の備えが促進することを期待しています．

災害食の事典チラシ01.indd   2-3災害食の事典チラシ01.indd   2-3 2023/08/10   14:192023/08/10   14:19




